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活動から直接の利益を得ることがなく、かつ問題の当事者ではないにもかかわらず、薬害 HIV 訴
訟運動やエイズ予防啓発活動に参加する「良心的支持者」たち。

本書は、HIV ／ AIDS に影響を受けた人々が、社会運動や市民活動（NPO）など集合行為に参加・
関与することを通じて得られた考え方や経験の意味と意義を考察することを目的にしている。
特に、エイズにまつわる問題や利害関係の当事者ではない「良心的支持者 conscience adherents」の
存在に焦点を合わせ、彼ら／彼女らが「自分事」としてエイズを理解、受容するプロセスを明ら
かにする。
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http://www.sal.tohoku.ac.jp/soc/cgi-bin/wiki.cgi?page=%CB%DC%B6%BF%C0%B5%C9%F0
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